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令和 7（2025）年度三重県におけるカワハギの資源評価 

 

要約 

本資源の鳥羽磯部漁業協同組合と三重外湾漁業協同組合の漁獲量の合計値の推移に基づ

き資源評価を実施した。2024年の値から資源水準は「低位」であり，資源動向は大型定置

網漁業の CPUEから「減少」と判断した（図 1，2）。 

 

まえがき 

カワハギ Stephanolepis cirrhifer は，三重県では主に伊勢湾口域および熊野灘沿岸域で漁

獲される重要な水産資源である。漁獲量は 2012 年以降から減少している。主な漁法は定置

網，刺し網，カゴ漁等で，漁業の最盛期は刺網 10～12 月，定置網・カゴ漁は 5～7 月であ

る。 

 

生態 

カワハギは，フグ目カワハギ科に分類される魚種で，青森県～九州南岸の日本海沿岸，

瀬戸内海に分布する（林・荻原，2013）。水深 100 m 以浅の岩礁域付近の砂底や転石のあ

る砂底に生息する（益田・小林，1994）。産卵期は 5～7 月で，6 月が産卵盛期であると考

えられる（水野ほか，2007）。岩礁や海藻表面に生息する甲殻類や砂中に生息する二枚貝や

多毛類，魚類，海藻などを摂食している（末廣，1934）。三重県におけるカワハギ科の重要

種はカワハギ，ウマヅラハギ，ウスバハギの 3 種である。カワハギは定置網，刺網，カゴ

漁等で漁獲され，最盛期は刺網 10～12月，定置網・カゴ漁は 5～7月である。 

 

資源の状態 

１ 材料および方法 

資源評価に使用したデ－タセットは以下のとおり 

２ 資源水準と資源動向 

資源水準は，鳥羽磯部漁業協同組合と三重外湾漁業協同組合のすべての漁業種類におけ

る漁獲量の合計値を指標とした。資源動向は，県内のカワハギの漁獲のうち，2011～2023

年において 8～24％を占める大型定置網漁業の漁獲量を，操業回数で除した CPUEを指標

とした（図 1）。 

カワハギの 2012～2024 年までの鳥羽磯部漁協と三重外湾漁協漁獲量の合計値の第一 3

分位点（34トン）を低位と中位，第二 3分位点（73トン）を中位と高位を区分する基準

値として判断した。2024 年の漁獲量は 17トンであることから資源水準は「低位」と判断

された（図 2）。また，大型定置網漁業における 2020～2024年の 5ヶ年の CPUEの回帰直

デ－タセット 基礎情報，関係調査等 

漁獲量・資源量指数 漁獲量（鳥羽磯部漁協：2012～2024年，三重外湾漁協；2012～2024

年） 

定置網漁獲量（三重県ブリ定置漁獲統計：2005～2023年） 
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線の傾きは-0.00470で，中間年（2022年）の推計値 0.091で割ると年変動率は-5.170％と

なることから資源動向は「減少」と判断した（図 3）。 

 

現在行われている資源管理 

特になし。 

 

他海域の状況 

カワハギ太平洋中・南部状況報告書（水産研究・教育機構水産資源研究所浮魚資源部ほ

か，2024）では，カワハギの漁獲量は 2015年以降減少傾向で，近年の漁獲量の合計値は

100～150トン程度で推移している（図 4）。 

 

次年度以降の取組 

県内の漁法別漁獲量において最も漁獲量が多い刺し網の漁獲について，CPUE を算出す

ることが最適である。しかし，2019年に取得データ元である漁協のデータ改修があったた

め，各船の特定が 2019 年以降で困難となり，2025 年評価時点においては CPUE の算出を

見送った。次回評価以降において刺し網が引き続き最も漁獲量が多い漁法であった際には，

その中で最も漁獲がある地区の水揚げを行っている船についての CPUE を算出し，資源評

価に用いるようにする。 

将来考えられる資源管理の取組としては，産卵親魚の保護が考えられる。 

 

三重県水産研究所 佐藤 雄太郎 
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図 1 鳥羽磯部漁協と三重外湾漁協の漁法別漁獲量比の推移 

 

 

図２ 鳥羽磯部漁協と三重外湾漁協の漁獲量の推移 
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図３ 大型定置網漁業における CPUE（刺網）の推移 

 

 

図４ 太平洋中・南部のカワハギ漁獲量の推移（カワハギ太平洋中・南部状況報告書（水

産研究・教育機構 水産資源研究所浮魚 資源部，2024）を基に作成。なお，神奈

川県は 2015年以降，和歌山県は 2016年以降のデータ） 
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